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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衛星信号を受信する受信手段と、
　操作手段と、
　受信開始を指示する前記操作手段の受信開始操作、又は、受信結果の表示を指示する前
記操作手段の受信結果表示操作を検出し、前記受信開始操作を検出すると受信開始信号を
出力し、前記受信結果表示操作を検出すると受信結果表示信号を出力する検出手段と、
　前記検出手段から出力された前記受信開始信号が入力されると、前記受信手段を作動し
て受信処理を実行する手動受信制御部と、
　前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、前記自動受信条件に該当する
と、前記受信手段を作動して受信処理を実行する自動受信制御部と、
　前記自動受信制御部の動作を有効とするか無効とするかを設定する受信設定部と、を備
え、
　前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合、前記検出手段
から出力された前記受信開始信号が入力されると、又は、前記検出手段から出力された前
記受信結果表示信号が入力されると、前記自動受信制御部の動作を有効とする
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子時計において、
　前記操作手段は、操作ボタンを備え、
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　前記検出手段は、前記操作ボタンが予め設定された第１時間押されると、前記受信結果
表示操作を検出し、前記操作ボタンが前記第１時間よりも長い第２時間押されると、前記
受信開始操作を検出する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項３】
　衛星信号を受信する受信手段と、
　操作手段と、
　受信開始を指示する前記操作手段の受信開始操作を検出し、前記受信開始操作を検出す
ると受信開始信号を出力する検出手段と、
　前記検出手段から出力された前記受信開始信号が入力されると、前記受信手段を作動し
て受信処理を実行する手動受信制御部と、
　前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、前記自動受信条件に該当する
と、前記受信手段を作動して受信処理を実行する自動受信制御部と、
　前記自動受信制御部の動作を有効とするか無効とするかを設定する受信設定部と、を備
え、
　前記受信設定部は、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記手動受信制御部が前記受信開始信
号によって実行した受信処理に成功した場合は、前記自動受信制御部の動作を有効とし、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記手動受信制御部が前記受信処理に
失敗した場合は、前記自動受信制御部の動作を無効に維持する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項４】
　衛星信号を受信する受信手段と、
　操作手段と、
　受信開始を指示する前記操作手段の受信開始操作を検出し、前記受信開始操作を検出す
ると受信開始信号を出力する検出手段と、
　前記検出手段から出力された前記受信開始信号が入力されると、前記受信手段を作動し
て受信処理を実行する手動受信制御部と、
　前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、前記自動受信条件に該当する
と、前記受信手段を作動して受信処理を実行する自動受信制御部と、
　前記自動受信制御部の動作を有効とするか無効とするかを設定する受信設定部と、
　電池と、
　前記電池の電池残量を検出する電池残量検出手段と、
　前記電池残量検出手段の検出値が予め設定された残量閾値未満の場合に、前記自動受信
制御部の動作を禁止し、前記検出値が前記残量閾値以上の場合に、前記自動受信制御部の
動作の禁止を解除する受信禁止制御部と、を備え、
　前記自動受信制御部は、前記受信設定部によって動作が有効とされ、かつ、前記受信禁
止制御部によって動作が禁止されている場合は、前記自動受信条件に該当しても、受信処
理を実行せず、
　前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合に、前記検出手
段から出力された受信開始信号が入力されると、前記受信禁止制御部によって前記自動受
信制御部の動作が禁止されているか否かにかかわらず、前記自動受信制御部の動作を有効
とする
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項５】
　衛星信号を受信する受信手段と、
　操作手段と、
　受信開始を指示する前記操作手段の受信開始操作を検出し、前記受信開始操作を検出す
ると受信開始信号を出力する検出手段と、
　前記検出手段から出力された前記受信開始信号が入力されると、前記受信手段を作動し
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て受信処理を実行する手動受信制御部と、
　前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、前記自動受信条件に該当する
と、前記受信手段を作動して受信処理を実行する自動受信制御部と、
　前記自動受信制御部の動作を有効とするか無効とするかを設定する受信設定部と、
　電池と、
　前記電池の電池残量を検出する電池残量検出手段と、
　前記電池残量検出手段の検出値が予め設定された残量閾値未満の場合に、前記自動受信
制御部の動作を禁止し、前記検出値が前記残量閾値以上の場合に、前記自動受信制御部の
動作の禁止を解除する受信禁止制御部と、を備え、
　前記自動受信制御部は、前記受信設定部によって動作が有効とされ、かつ、前記受信禁
止制御部によって動作が禁止されている場合は、前記自動受信条件に該当しても、受信処
理を実行せず、
　前記受信設定部は、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって前記自動
受信制御部の動作が禁止されていない場合に、前記検出手段から出力された受信開始信号
が入力されたときは、前記自動受信制御部の動作を有効とし、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって前記自動
受信制御部の動作が禁止されている場合に、前記検出手段から出力された受信開始信号が
入力されたときは、前記自動受信制御部の動作を無効に維持する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項６】
　衛星信号を受信する受信手段と、
　操作手段と、
　受信結果の表示を指示する前記操作手段の受信結果表示操作を検出し、前記受信結果表
示操作を検出すると受信結果表示信号を出力する検出手段と、
　前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、前記自動受信条件に該当する
と、前記受信手段を作動して受信処理を実行する自動受信制御部と、
　前記自動受信制御部の動作を有効とするか無効とするかを設定する受信設定部と、を備
え、
　前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合、前記検出手段
から出力された前記受信結果表示信号が入力されると、前記自動受信制御部の動作を有効
とする
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項７】
　請求項６に記載の電子時計において、
　電池と、
　前記電池の電池残量を検出する電池残量検出手段と、
　前記電池残量検出手段の検出値が予め設定された残量閾値未満の場合に、前記自動受信
制御部の動作を禁止し、前記検出値が前記残量閾値以上の場合に、前記自動受信制御部の
動作の禁止を解除する受信禁止制御部と、を備え、
　前記自動受信制御部は、前記受信設定部によって動作が有効とされ、かつ、前記受信禁
止制御部によって動作が禁止されている場合は、前記自動受信条件に該当しても、受信処
理を実行せず、
　前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合に、前記検出手
段から出力された受信結果表示信号が入力されると、前記受信禁止制御部によって前記自
動受信制御部の動作が禁止されているか否かにかかわらず、前記自動受信制御部の動作を
有効とする
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項８】
　請求項６に記載の電子時計において、
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　電池と、
　前記電池の電池残量を検出する電池残量検出手段と、
　前記電池残量検出手段の検出値が予め設定された残量閾値未満の場合に、前記自動受信
制御部の動作を禁止し、前記検出値が前記残量閾値以上の場合に、前記自動受信制御部の
動作の禁止を解除する受信禁止制御部と、を備え、
　前記自動受信制御部は、前記受信設定部によって動作が有効とされ、かつ、前記受信禁
止制御部によって動作が禁止されている場合は、前記自動受信条件に該当しても、受信処
理を実行せず、
　前記受信設定部は、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって前記自動
受信制御部の動作が禁止されていない場合に、前記検出手段から出力された受信結果表示
信号が入力されたときは、前記自動受信制御部の動作を有効とし、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって前記自動
受信制御部の動作が禁止されている場合に、前記検出手段から出力された受信結果表示信
号が入力されたときは、前記自動受信制御部の動作を無効に維持する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の電子時計において、
　表示手段と、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合に、前記自動受信制御部の動作が無
効とされていることを前記表示手段に表示させる表示制御部と、を備える
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の電子時計において、
　前記電子時計に照射される光の照度を検出する照度検出手段を備え、
　前記自動受信制御部は、前記照度検出手段で検出された照度が、予め設定された照度閾
値以上の場合に、前記受信処理を実行する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の電子時計において、
　時刻を計時する計時手段を備え、
　前記自動受信制御部は、前記計時手段の計時時刻が、予め設定された定時時刻に該当し
た場合に、前記受信処理を実行する
　ことを特徴とする電子時計。
【請求項１２】
　衛星信号を受信する受信手段と、操作手段と、受信結果の表示を指示する前記操作手段
の受信結果表示操作を検出し、前記受信結果表示操作を検出すると受信結果表示信号を出
力する検出手段と、前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、前記自動受
信条件に該当すると、前記受信手段を作動して受信処理を実行する自動受信制御部と、を
備える電子時計の制御方法であって、
　前記自動受信制御部の動作を無効とし、
　前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合、前記検出手段から前記受信結果表
示信号が出力されると、前記自動受信制御部の動作を有効とする
　ことを特徴とする電子時計の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衛星信号を受信する電子時計および電子時計の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、ＧＰＳ（Global Positioning System）衛星から送信される衛星信号を受信して
時刻情報を取得し、取得した時刻情報で内部時刻を更新する電子時計において、自動受信
条件に該当すると自動的に衛星信号を受信する自動受信機能を備えるものがある（例えば
、特許文献１参照）
　特許文献１の時計は、時計が備えるモード切換用のボタンが押されることで、自動受信
有効モード（測時モード、測位モード）および自動受信無効モードを設定可能に構成され
ている。そして、自動受信有効モードに設定されている場合、定期的に衛星信号を自動受
信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２０５３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、航空機では、離着陸時などにＧＰＳ受信機の使用が制限されており、通常、
ユーザーは、搭乗時に自動受信を無効に設定し、到着後に自動受信を有効に設定するが、
この自動受信を有効にする設定を、簡単な操作で実現できることが求められている。
【０００５】
　本発明の目的は、簡単な操作で自動受信を有効にできる電子時計および電子時計の制御
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電子時計は、衛星信号を受信する受信手段と、操作手段と、受信開始を指示す
る前記操作手段の受信開始操作を検出し、前記受信開始操作を検出すると受信開始信号を
出力する検出手段と、前記検出手段から出力された前記受信開始信号が入力されると、前
記受信手段を作動して受信処理を実行する手動受信制御部と、前記衛星信号の自動受信条
件に該当するか否かを判定し、前記自動受信条件に該当すると、前記受信手段を作動して
受信処理を実行する自動受信制御部と、前記自動受信制御部の動作を有効とするか無効と
するかを設定する受信設定部と、を備え、前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作
が無効とされている場合、前記検出手段から出力された前記受信開始信号が入力されると
、前記自動受信制御部の動作を有効とすることを特徴とする。
【０００７】
　本発明によれば、自動受信制御部の動作が無効とされている場合、操作手段に対して受
信開始操作が行われると、この操作を検出手段が検出し、受信開始信号を出力する。そし
て、受信設定部は、受信開始信号が入力されると、自動受信制御部の動作を有効とする。
　このため、ユーザーが航空機で移動して目的地に到着した際に、電子時計の時刻を現地
時刻に合せたいと考えて受信開始操作を行うと、これに連動して自動受信制御部の動作が
有効となるため、自動受信制御部の動作を有効とするための操作を別途行う必要がなく、
操作を簡単にできる。
【０００８】
　本発明の電子時計において、前記検出手段は、受信結果の表示を指示する前記操作手段
の受信結果表示操作を検出し、前記受信結果表示操作を検出すると受信結果表示信号を出
力し、前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合、前記検出
手段から出力された前記受信結果表示信号が入力されると、前記自動受信制御部の動作を
有効とすることが好ましい。
【０００９】
　本発明によれば、自動受信制御部の動作が無効とされている場合、操作手段に対して受
信結果表示操作が行われると、この操作を検出手段が検出し、受信結果表示信号を出力す
る。そして、受信設定部は、受信結果表示信号が入力されると、自動受信制御部の動作を
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有効とする。
　このため、ユーザーが航空機で移動して目的地に到着した際に、電子時計の時刻を現地
時刻に合せる際などに、受信結果を確認したいと考えて受信結果表示操作を行うと、これ
に連動して自動受信制御部の動作が有効となるため、自動受信制御部の動作を有効とする
ための操作を別途行う必要がなく、操作を簡単にできる。
　また、受信処理を実行させることなく自動受信制御部の動作を有効にできるため、受信
開始操作が行われた際に自動受信制御部の動作を有効とする場合と比べて、消費電力を低
減できる。
【００１０】
　本発明の電子時計において、前記操作手段は、操作ボタンを備え、前記検出手段は、前
記操作ボタンが予め設定された第１時間押されると、前記受信結果表示操作を検出し、前
記操作ボタンが前記第１時間よりも長い第２時間押されると、前記受信開始操作を検出す
ることが好ましい。
【００１１】
　検出手段は、例えば、操作ボタンが１秒以上３秒未満押されると、受信結果表示操作を
検出し、操作ボタンが３秒以上押されると、受信開始操作を検出する。
　本発明によれば、自動受信制御部の動作を有効とするための受信開始操作および受信結
果表示操作は、同じ操作ボタンに対して行われるため、別々のボタンに対して行われる場
合と比べて、ユーザーが自動受信制御部の動作を有効とするための操作を覚え易くできる
。
【００１２】
　本発明の電子時計において、前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作が無効とさ
れ、かつ、前記手動受信制御部が前記受信開始信号によって実行した受信処理に成功した
場合は、前記自動受信制御部の動作を有効とし、前記自動受信制御部の動作が無効とされ
、かつ、前記手動受信制御部が前記受信処理に失敗した場合は、前記自動受信制御部の動
作を無効に維持することが好ましい。
【００１３】
　手動受信制御部が受信処理に成功した場合、その後も電子時計が配置される環境が変化
しない場合は、自動受信条件に該当して自動受信制御部が受信処理を実行したときも、受
信処理に成功することが予測される。このため、手動受信制御部が受信処理に成功した場
合には、自動受信制御部の動作を有効とすることで、自動受信制御部が受信処理に成功す
る可能性を向上できる。
　また、手動受信制御部が受信処理に失敗した場合、その後も電子時計が配置される環境
が変化しない場合は、自動受信条件に該当して自動受信制御部が受信処理を実行しても、
受信処理に失敗することが予測される。このため、手動受信制御部が受信処理に失敗した
場合には、自動受信制御部の動作を無効のままにすることで、受信に適さない環境で自動
受信制御部が受信処理を実行することを回避でき、消費電力を低減できる。
【００１４】
　本発明の電子時計は、衛星信号を受信する受信手段と、操作手段と、受信結果の表示を
指示する前記操作手段の受信結果表示操作を検出し、前記受信結果表示操作を検出すると
受信結果表示信号を出力する検出手段と、前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否か
を判定し、前記自動受信条件に該当すると、前記受信手段を作動して受信処理を実行する
自動受信制御部と、前記自動受信制御部の動作を有効とするか無効とするかを設定する受
信設定部と、を備え、前記受信設定部は、前記自動受信制御部の動作が無効とされている
場合、前記検出手段から出力された前記受信結果表示信号が入力されると、前記自動受信
制御部の動作を有効とすることを特徴とする。
【００１５】
　本発明によれば、ユーザーが航空機で移動して目的地に到着した際に、受信結果表示操
作を行うと、これに連動して自動受信制御部の動作が有効となるため、自動受信制御部の
動作を有効とするための操作を別途行う必要がなく、操作を簡単にできる。
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　また、受信処理を実行させることなく自動受信制御部の動作を有効にできるため、受信
開始操作が行われた際に自動受信制御部の動作を有効とする場合と比べて、消費電力を低
減できる。
【００１６】
　本発明の電子時計において、電池と、前記電池の電池残量を検出する電池残量検出手段
と、前記電池残量検出手段の検出値が予め設定された残量閾値未満の場合に、前記自動受
信制御部の動作を禁止し、前記検出値が前記残量閾値以上の場合に、前記自動受信制御部
の動作の禁止を解除する受信禁止制御部と、を備え、前記自動受信制御部は、前記受信設
定部によって動作が有効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって動作が禁止されてい
る場合は、前記自動受信条件に該当しても、受信処理を実行せず、前記受信設定部は、前
記自動受信制御部の動作が無効とされている場合に、前記検出手段から出力された受信開
始信号または受信結果表示信号が入力されると、前記受信禁止制御部によって前記自動受
信制御部の動作が禁止されているか否かにかかわらず、前記自動受信制御部の動作を有効
とすることが好ましい。
【００１７】
　本発明では、自動受信制御部は、受信設定部によって動作が有効とされていても、電池
残量検出手段の検出値が残量閾値未満となり、受信禁止制御部によって動作が禁止されて
いる場合は、自動受信条件に該当しても、受信処理を実行しないため、電池残量が少ない
状態で受信処理が実行されてシステムダウンが起こることを回避できる。
　また、本発明では、受信設定部は、自動受信制御部の動作が無効とされている場合に、
受信開始信号または受信結果表示信号が入力されると、受信禁止制御部によって自動受信
制御部の動作が禁止されていても、自動受信制御部の動作を有効とする。このため、電池
が充電式の場合、ユーザーは、電池を充電した後に、改めて自動受信制御部の動作を有効
とするための操作を行う必要がない。また、電池が充電されて電池残量検出手段の検出値
が残量閾値以上になると、自動受信制御部は受信処理を実行できる状態に直ちに移行でき
る。
【００１８】
　本発明の電子時計において、電池と、前記電池の電池残量を検出する電池残量検出手段
と、前記電池残量検出手段の検出値が予め設定された残量閾値未満の場合に、前記自動受
信制御部の動作を禁止し、前記検出値が前記残量閾値以上の場合に、前記自動受信制御部
の動作の禁止を解除する受信禁止制御部と、を備え、前記自動受信制御部は、前記受信設
定部によって動作が有効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって動作が禁止されてい
る場合は、前記自動受信条件に該当しても、受信処理を実行せず、前記受信設定部は、前
記自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって前記自動受信
制御部の動作が禁止されていない場合に、前記検出手段から出力された受信開始信号また
は受信結果表示信号が入力されたときは、前記自動受信制御部の動作を有効とし、前記自
動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、前記受信禁止制御部によって前記自動受信制御
部の動作が禁止されている場合に、前記検出手段から出力された受信開始信号または受信
結果表示信号が入力されたときは、前記自動受信制御部の動作を無効に維持することが好
ましい。
【００１９】
　本発明では、自動受信制御部は、受信設定部によって動作が有効とされていても、電池
残量検出手段の検出値が残量閾値未満となり、受信禁止制御部によって動作が禁止されて
いる場合は、自動受信条件に該当しても、受信処理を実行しないため、電池の残量が少な
い状態で受信処理が実行されてシステムダウンが起こることを回避できる。
　また、受信設定部は、自動受信制御部の動作が無効とされ、かつ、受信禁止制御部によ
って自動受信制御部の動作が禁止されている場合に、受信開始信号または受信結果表示信
号が入力されたときは、自動受信制御部の動作を無効に維持する。
　なお、自動受信制御部の動作の有効、無効は、例えば電子時計が備える表示手段に表示
される。
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　ここで、受信禁止制御部によって自動受信制御部の動作が禁止されている場合に、仮に
、自動受信制御部の動作を有効にしたとすると、これを確認したユーザーは、自動受信制
御部の動作が禁止されているにもかかわらず、自動受信制御部が受信処理を実行できる状
態にあると誤って認識する可能性がある。これに対して、本発明によれば、自動受信制御
部の動作が禁止されている場合には、自動受信制御部の動作が有効とならないため、ユー
ザーが、自動受信制御部が受信処理を実行できる状態にあると誤って認識することを回避
できる。
【００２０】
　本発明の電子時計において、表示手段と、前記自動受信制御部の動作が無効とされてい
る場合に、前記自動受信制御部の動作が無効とされていることを前記表示手段に表示させ
る表示制御部と、を備えることが好ましい。
【００２１】
　本発明によれば、ユーザーは自動受信制御部の動作が無効とされていることを確認でき
るので、自動受信制御部の動作を有効とすることを忘れている場合には、それに気付くこ
とができ、受信開始操作や受信結果表示操作を行うなどして自動受信制御部の動作を有効
に設定できる。
【００２２】
　本発明の電子時計において、前記電子時計に照射される光の照度を検出する照度検出手
段を備え、前記自動受信制御部は、前記照度検出手段で検出された照度が、予め設定され
た照度閾値以上の場合に、前記受信処理を実行することが好ましい。
【００２３】
　本発明によれば、電子時計に照射される光の照度が照度閾値以上となり、電子時計に日
光が照射されていると判断できる場合、すなわち、電子時計が屋外に配置されていると判
断できる場合に、受信処理が実行される。これによれば、受信が屋外で行われる可能性が
高く、比較的高い確率で時刻情報を取得できる。
【００２４】
　本発明の電子時計において、時刻を計時する計時手段を備え、前記自動受信制御部は、
前記計時手段の計時時刻が、予め設定された定時時刻に該当した場合に、前記受信処理を
実行することが好ましい。
【００２５】
　本発明によれば、電子時計が屋外に配置されているにもかかわらず、電子時計が袖に隠
れるなどして光の照度を基準とした受信処理が実行できない場合でも、定時時刻になれば
受信処理を実行できる。
【００２６】
　本発明は、衛星信号を受信する受信手段と、操作手段と、受信開始を指示する前記操作
手段の受信開始操作を検出し、前記受信開始操作を検出すると受信開始信号を出力する検
出手段と、前記検出手段から出力された前記受信開始信号が入力されると、前記受信手段
を作動して受信処理を実行する手動受信制御部と、前記衛星信号の自動受信条件に該当す
るか否かを判定し、前記自動受信条件に該当すると、前記受信手段を作動して受信処理を
実行する自動受信制御部と、を備える電子時計の制御方法であって、前記自動受信制御部
の動作を無効とし、前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合、前記検出手段か
ら前記受信開始信号が出力されると、前記自動受信制御部の動作を有効とすることを特徴
とする。
　本発明の電子時計の制御方法によれば、上記電子時計の発明と同様の作用効果を得るこ
とができる。
【００２７】
　本発明は、衛星信号を受信する受信手段と、操作手段と、受信結果の表示を指示する前
記操作手段の受信結果表示操作を検出し、前記受信結果表示操作を検出すると受信結果表
示信号を出力する検出手段と、前記衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、
前記自動受信条件に該当すると、前記受信手段を作動して受信処理を実行する自動受信制
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御部と、を備える電子時計の制御方法であって、前記自動受信制御部の動作を無効とし、
前記自動受信制御部の動作が無効とされている場合、前記検出手段から前記受信結果表示
信号が出力されると、前記自動受信制御部の動作を有効とすることを特徴とする。
　本発明の電子時計の制御方法によれば、上記電子時計の発明と同様の作用効果を得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電子時計を示す概略図である。
【図２】第１実施形態における電子時計の平面図である。
【図３】第１実施形態における電子時計の断面図である。
【図４】第１実施形態における電気制御ブロック図である。
【図５】第１実施形態における記憶装置のデータ構造図である。
【図６】第１実施形態における自動受信制御処理を示すフローチャートである。
【図７】第１実施形態における手動受信制御処理を示すフローチャートである。
【図８】第１実施形態における受信結果表示制御処理を示すフローチャートである。
【図９】本発明の第２実施形態に係る電気制御ブロック図である。
【図１０】第２実施形態における手動受信制御処理を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の第３実施形態に係る手動受信制御処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の具体的な実施形態を図面に基づいて説明する。
［第１実施形態］
［電子時計を含むＧＰＳの概略構成］
　図１は、第１実施形態の電子時計１０を示す概略図である。まず、電子時計１０が、衛
星信号によって、現在地の位置情報と、時刻情報とを求めるＧＰＳの概要を説明する。
【００３０】
　電子時計１０は、ＧＰＳ衛星１００からの衛星信号（電波）を受信して内部時刻を修正
する腕時計であり、腕と接触する側の面（以下、裏面という）の反対側の面（以下、表面
という）に時刻を表示する。ＧＰＳ衛星１００は、地球の上空において、所定の軌道上を
周回する航法衛星であり、１．５７５４２ＧＨｚの電波（Ｌ１波）に航法メッセージを重
畳させて地上に送信している。以降の説明では、航法メッセージが重畳された１．５７５
４２ＧＨｚの電波を衛星信号という。衛星信号は、右旋偏波の円偏波である。
【００３１】
　現在、約３０個のＧＰＳ衛星１００（図１においては、４個のみを図示）が存在してお
り、衛星信号がどのＧＰＳ衛星１００から送信されたかを識別するために、各ＧＰＳ衛星
１００はＣ／Ａコード（Coarse／Acquisition Code）と呼ばれる１０２３ｃｈｉｐ（１ｍ
ｓ周期）の固有のパターンを衛星信号に重畳する。Ｃ／Ａコードは、各ｃｈｉｐが＋１、
または－１のいずれかであり、ランダムパターンのように見える。したがって、衛星信号
と各Ｃ／Ａコードのパターンの相関をとることにより、衛星信号に重畳されているＣ／Ａ
コードを検出することができる。
【００３２】
　ＧＰＳ衛星１００は原子時計を搭載しており、衛星信号には原子時計で計時された極め
て正確なＧＰＳ時刻情報が含まれている。また、地上のコントロールセグメントにより各
ＧＰＳ衛星１００に搭載されている原子時計のわずかな時刻誤差が測定されており、衛星
信号にはその時刻誤差を補正するための時刻補正パラメーターも含まれている。電子時計
１０は、１つのＧＰＳ衛星１００から送信された衛星信号を受信し、その中に含まれるＧ
ＰＳ時刻情報と時刻補正パラメーターとを使用して得られた正確な時刻（時刻情報）を内
部時刻とする。
【００３３】
　衛星信号にはＧＰＳ衛星１００の軌道上の位置を示す軌道情報も含まれている。電子時
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計１０は、ＧＰＳ時刻情報と軌道情報とを使用して測位計算を行うことができる。測位計
算は、電子時計１０の内部時刻にある程度の誤差が含まれていることを前提として行われ
る。
　すなわち、電子時計１０の三次元の位置を特定するためのｘ，ｙ，ｚパラメーターに加
えて時刻誤差も未知数になる。そのため、電子時計１０は、一般的には４つ以上のＧＰＳ
衛星１００からそれぞれ送信された衛星信号を受信し、その中に含まれるＧＰＳ時刻情報
と軌道情報を使用して測位計算を行い、現在地の位置情報を求める。
【００３４】
［電子時計の概略構成］
　図２は、電子時計１０を表面側から見た平面図であり、図３は、電子時計１０の概略を
示す断面図である。
　電子時計１０は、図２および図３に示すように、外装ケース３０と、カバーガラス３３
と、裏蓋３４とを備えている。外装ケース３０は、金属で形成された円筒状のケース３１
に、セラミックで形成されたベゼル３２が嵌合されて構成されている。このベゼル３２の
内周側に、プラスチックで形成されたリング状のダイヤルリング４０を介して、円盤状の
文字板１１が時刻表示部分として配置されている。
【００３５】
　文字板１１には、指針２１，２２，２３が備えられている。また、文字板１１には、中
心より、２時方向に円形の第１小窓７０と指針７１とが、１０時方向に円形の第２小窓８
０と指針８１とが、６時方向に円形の第３小窓９０と指針９１とが、４時方向に矩形のカ
レンダー小窓１５とが、設けられている。文字板１１、指針２１，２２，２３、第１小窓
７０、第２小窓８０、第３小窓９０およびカレンダー小窓１５などは、カバーガラス３３
を透して、視認可能となっている。
　また、文字板１１の裏面側にはカレンダー車（日車）１６が配置され、このカレンダー
車１６はカレンダー小窓１５から視認可能となっている。
【００３６】
　外装ケース３０の側面には、文字板１１の中心より、８時方向の位置にＡボタン６１と
、１０時方向の位置にＢボタン６２と、２時方向の位置にＣボタン６３と、４時方向の位
置にＤボタン６４と、３時方向の位置にリューズ５０とが、設けられている。これらのＡ
ボタン６１、Ｂボタン６２、Ｃボタン６３、Ｄボタン６４およびリューズ５０が操作され
ることにより、操作に応じた操作信号が出力される。
【００３７】
　電子時計１０は、図３に示すように、金属製の外装ケース３０の二つの開口のうち、表
面側の開口は、ベゼル３２を介してカバーガラス３３で塞がれており、裏面側の開口は金
属で形成された裏蓋３４で塞がれている。
　外装ケース３０の内側には、ベゼル３２の内周に取り付けられているダイヤルリング４
０と、光透過性の文字板１１と、文字板１１を貫通した指針軸２５と、指針軸２５を中心
に周回する指針２１，２２，２３と、各指針２１，２２，２３、図３では図示しない指針
７１，８１，９１およびカレンダー車１６を駆動する駆動機構１４０などが備えられてい
る。
　指針軸２５は、外装ケース３０の平面視中心を通り、表裏方向に延在する中心軸に沿っ
て設けられている。
【００３８】
　ダイヤルリング４０は、外周端が、ベゼル３２の内周面に接触しているとともに、一面
がカバーガラス３３と並行している平板部分と、内周端が文字板１１に接触するように、
文字板１１側へ傾斜した傾斜部分を備えている。ダイヤルリング４０は、平面視において
はリング形状となっており、断面視においてはすり鉢形状となっている。ダイヤルリング
４０の平板部分と、傾斜部分と、ベゼル３２の内周面と、によりドーナツ形状の収納空間
が形成されており、この収納空間内には、リング状のアンテナ体１１０が収納されている
。
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【００３９】
　このアンテナ体１１０は、リング形状の誘電体を基材として、これに金属のアンテナパ
ターンをメッキや銀ペースト印刷などにより形成したものである。このアンテナ体１１０
は、文字板１１の外周に配置されており、ベゼル３２の内周面側に配置され、さらにプラ
スチックで形成されたダイヤルリング４０、およびカバーガラス３３で覆われているため
、良好な受信を確保することが可能となっている。誘電体としては、酸化チタンなどの高
周波で使える誘電材料を樹脂に混ぜて成形することができ、これにより誘電体の波長短縮
と相俟ってアンテナをより小型化できる。
【００４０】
　文字板１１は、外装ケース３０の内側で時刻を表示する円形の板材であり、プラスチッ
クなどの光透過性の材料で形成され、カバーガラス３３との間に指針２１，２２，２３な
どを備え、ダイヤルリング４０の内側に配置されている。
　文字板１１と、駆動機構１４０が取り付けられている地板１２５との間には、光発電を
行うソーラーパネル１３５が備えられている。ソーラーパネル１３５は、光エネルギーを
電気エネルギー（電力）に変換する複数のソーラーセル（光発電素子）を直列接続した円
形の平板である。文字板１１、ソーラーパネル１３５および地板１２５には、指針軸２５
と、第１小窓７０の指針７１、第２小窓８０の指針８１および第３小窓９０の指針９１の
指針軸（図示せず）とが貫通する穴が形成されているとともに、カレンダー小窓１５の開
口部が形成されている。
【００４１】
　駆動機構１４０は、地板１２５に取り付けられ、回路基板１２０で裏面側から覆われて
いる。駆動機構１４０は、ステップモーターと歯車などの輪列とを有し、当該ステップモ
ーターが当該輪列を介して指針軸２５等を回転させることにより各指針を駆動する。
　駆動機構１４０は、具体的には、第１～第６駆動機構を備える。第１駆動機構は、内部
時計（現在時刻）の「分」および「時」を示す指針２２（分針）および指針２３（時針）
を駆動する。また、図２に示す指針２１、第１小窓７０の指針７１、第２小窓８０の指針
８１および第３小窓９０の指針９１も同様の駆動機構（図示略）で駆動される。すなわち
、第２駆動機構はクロノグラフ機能の「秒」を示す指針２１（クロノグラフ秒針）を駆動
し、第３駆動機構はクロノグラフ機能の「分」を示す指針７１（クロノグラフ分針）を駆
動し、第４駆動機構は、内部時計の「秒」を示す指針８１（小秒針）を駆動し、第５駆動
機構はクロノグラフ機能の「時」を示す指針９１（クロノグラフ時針）を駆動し、第６駆
動機構は、カレンダー小窓１５から視認されるカレンダー車１６を駆動する。
【００４２】
　回路基板１２０は、受信装置（ＧＰＳモジュール）１２１、制御装置３００、記憶装置
２００を備えている。また、この回路基板１２０とアンテナ体１１０とは、アンテナ接続
ピン１１５を用い接続されている。受信装置１２１、制御装置３００、記憶装置２００が
設けられた回路基板１２０の裏蓋３４側（裏面側）には、これらの回路部品を覆うための
回路押さえ１２２が設けられている。また、リチウムイオン電池などの二次電池１３０が
、地板１２５と裏蓋３４との間に設けられている。二次電池１３０は、ソーラーパネル１
３５が発電した電力で充電される。
【００４３】
［電子時計の表示機構］
　文字板１１の最外周には、図２に示すように、外周を６０分割にする目盛と、さらに、
その目盛を５分割にする１／５目盛とが、表記されている。この目盛を用いて、指針２１
はクロノグラフ機能の「秒」を表示し、指針２２は内部時計の「分」を表示し、指針２３
は内部時計の「時」を表示する。
【００４４】
　文字板１１に設けられている、円形の第１小窓７０の外周には、外周を６０分割にする
目盛と、「１０」から「６０」までの１０刻みの数字が表記されている。指針７１は、こ
の目盛を用いてクロノグラフ機能の「分」を表示する。
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【００４５】
　文字板１１に設けられている円形の第２小窓８０の外周には、外周を６０分割にする目
盛と、「０」から「１１」までの数字が表記されている。指針８１は、この目盛を用いて
内部時計の「秒」を表示する。
　第２小窓８０の５２秒の位置にアルファベットの「Ｙ」と、３８秒の位置にアルファベ
ットの「Ｎ」の英字が表記されている。この英字は、衛星から受信した衛星信号に基づく
各種情報の受信（取得）結果（Ｙ：受信（取得）成功、Ｎ：受信（取得）失敗）を表す。
ユーザーがＢボタン６２を１秒以上３秒未満押すと、指針８１は「Ｙ」または「Ｎ」のい
ずれか一方を指示し、衛星信号の受信結果を表示する。
【００４６】
　文字板１１に設けられている円形の第３小窓９０の外周について説明する。以下の外周
の範囲の説明において、「ｎ時方向」（ｎは任意の自然数）とあるが、これは第３小窓９
０の中央から円形の外周をみたときの方向である。
　第３小窓９０の１２時方向から６時方向までの範囲の外周には、この範囲を６分割する
目盛と「０」から「５」までの数字が表記されている。指針９１は、この目盛を用いて、
クロノグラフ機能の「時」を表示する。
【００４７】
　第３小窓９０の６時方向から７時方向の範囲の外周には、「ＤＳＴ」の英字と「○」の
記号が表記されている。ＤＳＴ（daylight saving time）は夏時間を意味する。これらの
英字と記号とは、夏時間（ＤＳＴ：夏時間ＯＮ、○：夏時間ＯＦＦ）の設定を表す。
【００４８】
　第３小窓９０の７時方向から９時方向までの範囲の外周には、円周に沿って、９時方向
の基端が太く、７時方向の先端が細い三日月鎌状の記号９２が表記されている。この記号
９２は二次電池１３０（図３参照）のパワーインジケーターであり、電池残量に応じて、
指針９１が基端、先端、中間のいずれかを指し示す。なお、指針９１は、通常時、記号９
２を指示している。
【００４９】
　第３小窓９０の９時方向から１０時方向までの範囲の外周には、飛行機形状の記号９３
が表記されている。この記号は、機内モードを表す。航空機の離着陸時は、航空法によっ
て衛星信号の受信が禁止されている。
　ユーザーは、Ａボタン６１を３秒以上押して、指針９１で記号９３（機内モード）を選
択することで、電子時計１０が衛星信号の受信を自動的に行なう機能（自動受信機能）を
無効にできる。そして、再度Ａボタン６１を３秒以上押すことで、自動受信機能を有効に
できる。
　また、自動受信機能を有効にする設定は、Ｂボタン６２を１秒以上押すことでも設定で
きる。なお、自動受信機能の有効、無効の設定方法の詳細については後述する。
【００５０】
　第３小窓９０の１０時方向から１２時方向までの範囲の外周には、「１」の数字と「４
＋」の記号が表記されている。これらの数字と記号は、衛星信号の受信モードを表す。「
１」はＧＰＳ時刻情報を受信し内部時刻が修正されること（測時モード）を、「４＋」は
ＧＰＳ時刻情報と軌道情報とを受信し、内部時刻と後述するタイムゾーンとが修正される
こと（測位モード）を意味する。
　また、ユーザーはＡボタン６１を操作して受信モードを設定できる。すなわち、指針９
１で「１」を選択すると時刻情報の受信モード（測時モード）が設定される。また、指針
９１で「４＋」を選択すると位置情報の受信モード（測位モード）が設定される。
【００５１】
　カレンダー小窓１５は、文字板１１を矩形状に開口した開口部に設けられており、開口
部からカレンダー車１６に印刷された数字が視認可能となっている。この数字は、年月日
の「日」を表す。
【００５２】



(13) JP 6500497 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

　文字板１１の外周部を囲むダイヤルリング４０には、文字板１１の分および秒を表示す
る目盛に沿って、協定世界時（ＵＴＣ）との時差を表す時差情報４５が数字と、数字以外
の記号とで表記されている。数字の時差情報４５は整数の時差であり、記号の時差情報４
５は整数以外の時差であることを表している。指針２２，２３，８１で表示された内部時
刻と、ＵＴＣとの時差は、リューズ５０の操作により指針２１の指し示す時差情報４５で
確認することができる。
　また、ダイヤルリング４０の周囲に設けられているベゼル３２には、ダイヤルリング４
０に表記されている時差情報４５の時差に対応した標準時を使用しているタイムゾーンの
代表都市名を表す都市情報３５が、時差情報４５に併記されている。
【００５３】
［電子時計の電気的機構］
　図４は、電子時計１０の電気制御ブロック図である。
　電子時計１０は、図４に示すように、ＣＰＵ（中央処理装置）で構成される制御装置３
００、ＲＡＭ（Random Access Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）で構成される記憶
装置２００、受信装置（ＧＰＳモジュール）１２１、計時装置１５０、入力装置１６０、
検出装置１７０、駆動機構１４０、表示装置１４１を備えている。これらの各装置は、デ
ータバスを介してデータを送受信する。
　入力装置１６０は、図２に示すリューズ５０、Ａボタン６１、Ｂボタン６２、Ｃボタン
６３、Ｄボタン６４を備えて構成される。ここで、入力装置１６０は、本発明の操作手段
を構成し、Ｂボタン６２は、本発明の操作ボタンを構成する。検出装置１７０は、各ボタ
ン６１～６４の押込みに基づいて、各種処理の実行を指示する操作を検出し、検出した操
作に応じた操作信号を制御装置３００に出力する。ここで、検出装置１７０は、本発明の
検出手段を構成する。
　表示装置１４１は、図２に示す文字板１１、ダイヤルリング４０、ベゼル３２、指針２
１，２２，２３，７１，８１，９１を備えて構成される。表示装置１４１は、本発明の表
示手段を構成する。
　なお、電子時計１０は、電源となる充電可能な二次電池１３０（図３参照）を内蔵して
いる。二次電池１３０は、ソーラーパネル１３５から充電回路１３１を介して供給される
電力で充電される。
　また、電子時計１０は、二次電池１３０の電池残量を検出する電池残量検出装置１３２
を備える。電池残量検出装置１３２は、予め設定された時間間隔で二次電池１３０の電池
残量を検出する。なお、電池残量検出装置１３２は、二次電池１３０の電池電圧や、充電
電流および放電電流等を検出することで、電池残量を検出する。ここで、電池残量検出装
置１３２は、本発明の電池残量検出手段を構成する。
【００５４】
［受信装置］
　受信装置１２１は、アンテナ体１１０に接続され、アンテナ体１１０を介して受信した
衛星信号を処理してＧＰＳ時刻情報や位置情報を取得する。アンテナ体１１０は、地球の
上空を所定の軌道で周回している複数のＧＰＳ衛星１００（図１参照）から送信され、図
３に示すカバーガラス３３とダイヤルリング４０とを通過した衛星信号の電波を受信する
。ここで、受信装置１２１は、本発明の受信手段を構成する。
【００５５】
　そして、受信装置１２１は、図示を略すが、通常のＧＰＳ装置と同様に、ＧＰＳ衛星１
００（図１参照）から送信される衛星信号を受信してデジタル信号に変換するＲＦ（Radi
o Frequency）部と、受信信号の相関判定を実行して航法メッセージを復調するＢＢ部（
ベースバンド部）と、ＢＢ部で復調された航法メッセージ（衛星信号）からＧＰＳ時刻情
報や位置情報（測位情報）を取得して出力する情報取得手段と、を備えている。
【００５６】
　ＲＦ部は、バンドパスフィルター、ＰＬＬ回路、ＩＦフィルター、ＶＣＯ（Voltage Co
ntrolled Oscillator）、ＡＤＣ（Ａ／Ｄ変換器）、ミキサー、ＬＮＡ（Low Noise Ampli
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fier）、ＩＦアンプ等を備えている。バンドパスフィルターで抜き出された衛星信号は、
ＬＮＡで増幅された後、ミキサーでＶＣＯの信号とミキシングされ、ＩＦ（Intermediate
 Frequency：中間周波数）にダウンコンバートされる。ミキサーでミキシングされたＩＦ
は、ＩＦアンプ、ＩＦフィルターを通り、ＡＤＣでデジタル信号に変換される。
【００５７】
　ＢＢ部は、ＧＰＳ衛星１００で送信時に使用されたものと同一のＣ／Ａコードからなる
ローカルコードを生成するローカルコード生成部と、ローカルコードとＲＦ部から出力さ
れる受信信号との相関値を算出する相関部とを備える。そして、相関部で算出された相関
値が所定の閾値以上であれば、受信した衛星信号に用いられたＣ／Ａコードと、生成した
ローカルコードとが一致していることになり、衛星信号を捕捉（同期）することができる
。このため、受信した衛星信号を、ローカルコードを用いて相関処理することで、航法メ
ッセージを復調することができる。
【００５８】
　情報取得手段は、ＢＢ部で復調した航法メッセージからＧＰＳ時刻情報や位置情報を取
得する。航法メッセージには、プリアンブルデータおよびＨＯＷワードのＴＯＷ（Time o
f Week、「Ｚカウント」ともいう）、各サブフレームデータが含まれている。サブフレー
ムデータは、サブフレーム１からサブフレーム５まであり、各サブフレームには、例えば
、週番号データや衛星健康状態データを含む衛星補正データ等や、エフェメリス（ＧＰＳ
衛星１００毎の詳細な軌道情報）や、アルマナック（全ＧＰＳ衛星１００の概略軌道情報
）などのデータが含まれている。したがって、情報取得手段は、受信した航法メッセージ
から所定のデータ部分を抽出することにより、ＧＰＳ時刻情報や位置情報を取得すること
ができる。
【００５９】
　また、サブフレーム４および５は、全衛星の軌道情報（アルマナック）や電離層補正情
報が含まれ、これらはデータ数が多いためにページ単位に分割されてサブフレームに収容
される。すなわち、サブフレーム４および５により送信されるデータは、それぞれページ
１～２５に分割されており、フレームごとに異なるページの内容が順番に送られている。
すべてのページの内容を送信するには２５フレームを必要とするため、航法メッセージの
全情報を受信するには１２分３０秒の時間を要する。なお、閏秒情報（閏秒更新情報）は
、サブフレーム４のページ１８に格納されており、当該サブフレーム４のページ１８を受
信すれば、閏秒情報を取得できる。
【００６０】
［計時装置］
　計時装置１５０は、二次電池１３０に蓄積された電力で駆動される水晶振動子等を備え
、水晶振動子の発振信号に基づく基準信号を用いて時刻データを更新する。ここで、計時
装置１５０は、本発明の計時手段を構成する。
【００６１】
［記憶装置］
　記憶装置２００は、図５に示すように、時刻データ記憶部２１０と、タイムゾーンデー
タ記憶部２２０と、定時受信時刻記憶部２３０とを備えている。
　時刻データ記憶部２１０には、受信時刻データ２１１と、閏秒更新データ２１２と、内
部時刻データ２１３と、時計表示用時刻データ２１４と、タイムゾーンデータ２１５とが
記憶される。
　受信時刻データ２１１には、衛星信号から取得した時刻情報（ＧＰＳ時刻）が記憶され
る。この受信時刻データ２１１は、通常は計時装置１５０によって１秒毎に更新され、衛
星信号を受信した際には、取得した時刻情報（ＧＰＳ時刻）が記憶される。
　閏秒更新データ２１２には、少なくとも現在の閏秒のデータが記憶される。すなわち、
衛星信号のサブフレーム４、ページ１８には、閏秒に関するデータとして、「現在の閏秒
」、「閏秒の更新週」、「閏秒の更新日」、「更新後の閏秒」の各データが含まれる。こ
のうち、本実施形態では、少なくとも「現在の閏秒」のデータを、閏秒更新データ２１２
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に記憶している。
【００６２】
　内部時刻データ２１３には、内部時刻情報が記憶される。この内部時刻情報は、受信時
刻データ２１１に記憶されたＧＰＳ時刻と、閏秒更新データ２１２に記憶している「現在
の閏秒」とによって更新される。すなわち、内部時刻データ２１３には、ＵＴＣ（協定世
界時）が記憶されることになる。受信時刻データ２１１が前記計時装置１５０で更新され
る際に、この内部時刻情報も更新される。
【００６３】
　時計表示用時刻データ２１４には、前記内部時刻データ２１３の内部時刻情報に、タイ
ムゾーンデータ２１５のタイムゾーンデータ（時差情報）を加味した時刻データが記憶さ
れる。タイムゾーンデータ２１５は、ユーザーが手動で選択した場合や測位モードで受信
した場合に得られる位置情報で設定される。この時刻データは、本発明の計時時刻に相当
する。
【００６４】
　タイムゾーンデータ記憶部２２０は、位置情報（緯度、経度）とタイムゾーン（時差情
報）とを関連付けて記憶している。このため、測位モードで位置情報を取得した場合、制
御装置３００は、その位置情報（緯度、経度）に基づいてタイムゾーンデータを取得でき
るようにされている。
【００６５】
　なお、タイムゾーンデータ記憶部２２０には、さらに、都市名とタイムゾーンデータと
を関連付けて記憶されている。したがって、前述のとおり、リューズ５０等の入力装置１
６０の操作によって、ユーザーが現地時刻を知りたい都市名を選択すると、制御装置３０
０は、タイムゾーンデータ記憶部２２０に対してユーザーが設定した都市名を検索し、そ
の都市名に対応するタイムゾーンデータを取得してタイムゾーンデータ２１５に設定する
。
【００６６】
　定時受信時刻記憶部２３０には、後述する定時受信処理を実行する定時受信時刻が記憶
される。この定時受信時刻は、前回、Ｂボタン６２を操作して実行した強制受信が成功し
た時刻である。
【００６７】
　なお、記憶装置２００には、位置情報衛星の軌道情報（アルマナック、エフェメリス）
は記憶されていない。電子時計１０は、腕時計であり、記憶装置２００の容量にも制約が
あり、また、二次電池１３０の容量にも制約があって軌道情報を取得するための長時間の
受信を行うことが難しいためである。したがって、電子時計１０の受信処理は、軌道情報
を有していないコールドスタート状態で行われる。
【００６８】
［制御装置］
　制御装置３００は、電子時計１０を制御するＣＰＵで構成されている。制御装置３００
は、自動受信制御部３１１と、手動受信制御部３１２と、表示制御部３１３と、受信設定
部３１４と、タイムゾーン設定部３１５と、タイムゾーン修正部３１６と、時刻修正部３
１７とを備える。
【００６９】
［受信設定部］
　受信設定部３１４は、後述する自動受信制御部３１１の動作を有効とするか無効とする
かを設定する。
　具体的には、受信設定部３１４は、ユーザーがＡボタン６１を３秒以上押した場合に、
自動受信制御部３１１の動作を無効とする。そして、受信設定部３１４は、再度ユーザー
がＡボタン６１を３秒以上押した場合に、自動受信制御部３１１の動作を有効とする。
　また、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされている場合に、
ユーザーがＢボタン６２を１秒以上３秒未満押して、受信結果の表示を指示する受信結果
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表示操作を行った場合、または、ユーザーがＢボタン６２を３秒以上押して、受信開始を
指示する強制受信操作（受信開始操作）を行った場合、自動受信制御部３１１の動作を有
効とする。なお、受信設定部３１４は、ユーザーがＢボタン６２を１秒以上押した時点で
、受信結果表示操作または強制受信操作が行われると判定できるため、当該時点で自動受
信制御部３１１の動作を有効としてもよい。
【００７０】
［自動受信制御部］
　自動受信制御部３１１は、衛星信号の自動受信条件に該当するか否かを判定し、自動受
信条件に該当すると、受信設定部３１４によって動作が有効とされている場合に、受信装
置１２１を作動して測時モードでの自動受信処理を行う。
　自動受信処理は、定時自動受信処理と、光自動受信処理の２種類がある。
　自動受信制御部３１１は、所定間隔で設定された自動受信タイミングに該当すると、受
信装置１２１を作動して測時モードでの定時自動受信処理を行う。例えば、自動受信制御
部３１１は、３日に１回の間隔で、計時している時計表示用時刻データ２１４が、定時受
信時刻記憶部２３０に記憶された定時受信時刻になった場合に、受信装置１２１を作動し
て測時モードでの定時自動受信処理を行う。
　また、自動受信制御部３１１は、電子時計１０に照射される光の照度を検出する照度検
出装置１３６で検出された照度が、予め設定された照度閾値以上となり、屋外において電
子時計１０に日光が照射していると判断できる場合に、受信装置１２１を作動して測時モ
ードでの光自動受信処理を行う。本実施形態では、照度検出装置１３６は、ソーラーパネ
ル１３５の発電電圧または発電電流を検出して、電子時計１０に照射される光の照度を検
出する。なお、ソーラーパネル１３５の発電状態で受信装置１２１を作動する処理の回数
は、１日に１回などに制約してもよい。ここで、照度検出装置１３６は、本発明の照度検
出手段を構成する。
　自動受信処理が行われると、受信装置１２１は、少なくとも１つのＧＰＳ衛星１００を
捕捉し、そのＧＰＳ衛星１００から送信される衛星信号を受信して時刻情報を取得する。
【００７１】
［手動受信制御部］
　手動受信制御部３１２は、入力装置１６０に対する入力操作に基づいて、受信装置１２
１を作動して測時モードまたは測位モードでの手動受信処理を行う。
　具体的には、手動受信制御部３１２は、ユーザーが入力装置１６０のＢボタン６２を、
３秒以上６秒未満押して測時モードの強制受信操作（受信開始操作）を行い、検出装置１
７０から出力された測時モードの受信開始信号が入力された場合、受信装置１２１を作動
して測時モードでの手動受信処理を行う。
　測時モードでの手動受信処理が行われると、受信装置１２１は、少なくとも１つのＧＰ
Ｓ衛星１００を捕捉し、そのＧＰＳ衛星１００から送信される衛星信号を受信して時刻情
報を取得する。
　また、手動受信制御部３１２は、ユーザーがＢボタン６２を６秒以上押して測位モード
の強制受信操作（受信開始操作）を行い、検出装置１７０から出力された測位モードの受
信開始信号が入力された場合に、受信装置１２１を作動して測位モードでの手動受信処理
を行う。
　測位モードでの手動受信処理が行われると、受信装置１２１は、少なくとも３個、好ま
しくは４個以上のＧＰＳ衛星１００を捕捉し、各ＧＰＳ衛星１００から送信される衛星信
号を受信して位置情報を算出して取得する。また、受信装置１２１は、衛星信号を受信し
た際に時刻情報も同時に取得できる。
【００７２】
［表示制御部］
　表示制御部３１３は、自動受信制御部３１１、手動受信制御部３１２において、衛星信
号の受信に成功して時刻情報または測位情報を取得できた場合、および、衛星信号の受信
に成功しないまま予め設定された受信時間が経過した場合（受信に失敗した場合）、衛星
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信号の受信結果を、指針８１によって表示させる。
　また、表示制御部３１３は、ユーザーがＢボタン６２を１秒以上３秒未満押して受信結
果表示操作を行い、検出装置１７０から出力された受信結果表示信号が入力されると、衛
星信号の受信結果を、指針８１によって表示させる。
　また、表示制御部３１３は、自動受信制御部３１１の動作が後述する受信設定部３１４
によって無効とされている場合に、指針９１の動作を制御して、飛行機形状の記号９３を
指示させ、自動受信制御部３１１の動作が無効とされていることを表示装置１４１に表示
させる。
　なお、受信結果表示操作におけるＢボタン６２が押される時間、すなわち、１秒以上３
秒未満の時間が、本発明の第１時間に相当し、強制受信操作におけるＢボタンが押される
時間、すなわち、３秒以上の時間が、本発明の第２時間に相当する。
【００７３】
［タイムゾーン設定部］
　タイムゾーン設定部３１５は、手動受信制御部３１２による測位モードでの受信処理で
位置情報の取得に成功した場合、取得した位置情報（緯度、経度）に基づいてタイムゾー
ンデータを設定する。具体的には、タイムゾーンデータ記憶部２２０から位置情報に対応
するタイムゾーンデータ（タイムゾーン情報つまり時差情報）を選択して取得し、タイム
ゾーンデータ２１５に記憶する。
　例えば、日本標準時（ＪＳＴ）は、ＵＴＣに対して９時間進めた時刻（ＵＴＣ＋９）で
あるため、取得した位置情報が日本である場合には、タイムゾーン設定部３１５は、タイ
ムゾーンデータ記憶部２２０から日本標準時の時差情報（＋９時間）を読み出してタイム
ゾーンデータ２１５に記憶する。
【００７４】
［タイムゾーン修正部］
　タイムゾーン修正部３１６は、タイムゾーン設定部３１５がタイムゾーンデータを設定
すると、時計表示用時刻データ２１４を、前記タイムゾーンデータを用いて修正する。こ
のため、時計表示用時刻データ２１４は、ＵＴＣである内部時刻データ２１３にタイムゾ
ーンデータを加算した時刻となる。
【００７５】
［時刻修正部］
　時刻修正部３１７は、自動受信制御部３１１や手動受信制御部３１２の受信処理で時刻
情報の取得に成功した場合、取得した時刻情報を受信時刻データ２１１に記憶する。これ
により、内部時刻データ２１３および時計表示用時刻データ２１４が修正される。
【００７６】
［自動受信制御処理］
　次に、電子時計１０の自動受信制御処理について、図６のフローチャートに基づいて説
明する。
　自動受信制御処理は、自動受信条件に該当した場合に開始される。自動受信制御処理が
開始されると、自動受信制御部３１１は、受信設定部３１４によって動作が無効とされて
いるか否かを判定する（Ｓ１１）。
　Ｓ１１でＹＥＳと判定された場合、受信処理が開始されることなく、制御装置３００は
自動受信制御処理を終了する。
【００７７】
　一方、Ｓ１１でＮＯと判定された場合、自動受信制御部３１１は、受信装置１２１を作
動して、衛星信号の受信処理を開始する（Ｓ１２）。
　そして、表示制御部３１３は、指針９１の動作を制御して、測時モードを示す「１」を
指示させる（Ｓ１３）。
　次に、表示制御部３１３は、自動受信制御部３１１が受信処理により衛星信号の受信に
成功して時刻情報を取得できたか否かを判定する（Ｓ１４）。
　なお、自動受信制御部３１１は、衛星信号の受信に成功した場合、または、受信処理を
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開始してから予め設定された受信時間が経過した場合、受信処理を終了する。
【００７８】
　Ｓ１４でＹＥＳと判定された場合、表示制御部３１３は、指針８１の動作を制御して、
「Ｙ」を指示させることで、受信に成功したことを表示させる（Ｓ１５）。
　次に、時刻修正部３１７は、取得された時刻情報を受信時刻データ２１１に記憶する。
これにより、内部時刻データ２１３および時計表示用時刻データ２１４が修正される（Ｓ
１６）。
　一方、Ｓ１４でＮＯと判定された場合、表示制御部３１３は、指針８１の動作を制御し
て、「Ｎ」を指示させることで、受信に失敗したことを表示させる（Ｓ１７）。
　Ｓ１６，Ｓ１７の処理の後、表示制御部３１３は、指針９１の動作を制御し、記号９２
を指示させ、電池残量検出装置１３２で検出された電池残量を表示させる。すなわち、指
針９１は通常時の表示を行う。そして、制御装置３００は、自動受信制御処理を終了する
。
【００７９】
［手動受信制御処理］
　次に、電子時計１０の手動受信制御処理について、図７のフローチャートに基づいて説
明する。
　手動受信制御処理は、ユーザーがＢボタン６２を３秒以上押して強制受信操作を行った
場合に開始される。手動受信制御処理が開始されると、受信設定部３１４は、自動受信制
御部３１１の動作が無効か否かを判定する（Ｓ３１）。
　Ｓ３１でＹＥＳと判定された場合、すなわち、自動受信制御部３１１の動作が無効とさ
れている場合、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作を有効とする（Ｓ３２
）。なお、この場合、自動受信制御部３１１による自動受信タイミングは、動作を有効と
したタイミングを起点として、二次電池１３０の電池残量に応じて設定される。
　動作を有効としたタイミングを起点として、例えば、１日間隔、または、２日間隔等で
自動受信タイミングを設定すれば、手動受信制御処理が実行された時刻に、自動受信タイ
ミングが設定される。手動受信制御処理が実行されるのは、通常、受信に適した環境で行
われることが多いため、ユーザーの行動パターンが決まっていれば、同時刻に自動受信制
御部３１１が受信処理を実行することで、受信処理に成功する可能性を向上できる。
　また、例えば、二次電池１３０の電池残量が多い場合は、少ない場合と比べて、自動受
信タイミングは短い間隔で設定される。これによれば、電池残量が多い場合には、受信頻
度を多くして（例えば、１日に１回）、時刻の精度を高くでき、電池残量が少ない場合に
は、受信頻度を少なくして（例えば、２日に１回）、消費電力を低減できる。
【００８０】
　Ｓ３２の処理の後、または、Ｓ３１でＮＯと判定された場合、手動受信制御部３１２は
、受信装置１２１を作動して、衛星信号の受信処理を開始する（Ｓ３３）。
　そして、表示制御部３１３は、指針９１の動作を制御して、受信処理が測時モードの場
合は、「１」を指示させ、測位モードの場合は、「４＋」を指示させる（Ｓ３４）。
　次に、表示制御部３１３は、手動受信制御部３１２が受信処理により衛星信号の受信に
成功して時刻情報を取得できたか否かを判定する（Ｓ３５）。
　なお、手動受信制御部３１２は、衛星信号の受信に成功した場合、または、受信処理を
開始してから予め設定された受信時間が経過した場合、受信処理を終了する。
【００８１】
　Ｓ３５でＹＥＳと判定された場合、表示制御部３１３は、指針８１の動作を制御して、
「Ｙ」を指示させることで、受信に成功したことを表示させる（Ｓ３６）。
　次に、時刻修正部３１７は、取得された時刻情報を受信時刻データ２１１に記憶する。
これにより、内部時刻データ２１３および時計表示用時刻データ２１４が修正される（Ｓ
３７）。
　一方、Ｓ３５でＮＯと判定された場合、表示制御部３１３は、指針８１の動作を制御し
て、「Ｎ」を指示させることで、受信に失敗したことを表示させる（Ｓ３８）。



(19) JP 6500497 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

　Ｓ３７，Ｓ３８の処理の後、表示制御部３１３は、指針９１の動作を制御し、記号９２
を指示させ、電池残量検出装置１３２で検出された電池残量を表示させる。すなわち、指
針９１は通常時の表示を行う。そして、制御装置３００は、手動受信制御処理を終了する
。
【００８２】
［受信結果表示制御処理］
　次に、電子時計１０の受信結果表示制御処理について、図８のフローチャートに基づい
て説明する。
　受信結果表示制御処理は、ユーザーがＢボタン６２を１秒以上３秒未満押して受信結果
表示操作を行った場合に開始される。受信結果表示制御処理が開始されると、受信設定部
３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効か否かを判定する（Ｓ５１）。
　Ｓ５１でＹＥＳと判定された場合、すなわち、自動受信制御部３１１の動作が無効とさ
れている場合、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作を有効とする（Ｓ５２
）。
【００８３】
　Ｓ５２の処理の後、または、Ｓ５１でＮＯと判定された場合、表示制御部３１３は、前
回の受信処理により、衛星信号の受信に成功して時刻情報を取得できたか否かを判定する
（Ｓ５３）。
　Ｓ５３でＹＥＳと判定された場合、表示制御部３１３は、指針８１の動作を制御して、
「Ｙ」を指示させることで、受信に成功したことを表示させる（Ｓ５４）。このとき、表
示制御部３１３は、指針９１に「１」または「４＋」を指示させ、前回の受信処理の受信
モードを表示させる。
　一方、Ｓ５３でＮＯと判定された場合、表示制御部３１３は、指針８１の動作を制御し
て、「Ｎ」を指示させることで、受信に失敗したことを表示させる（Ｓ５５）。このとき
、表示制御部３１３は、指針９１に前回の受信処理の受信モードを表示させる。
　Ｓ５４，Ｓ５５の処理の後、表示制御部３１３は、指針９１に記号９２を指示させ、電
池残量検出装置１３２で検出された電池残量を表示させる（Ｓ５６）。すなわち、指針９
１は通常時の表示を行う。そして、制御装置３００は受信結果表示制御処理を終了する。
【００８４】
［第１実施形態の作用効果］
　ユーザーが航空機で移動して目的地に到着した際に、電子時計１０の時刻を現地時刻に
合せたいと考えて受信開始操作を行ったり、受信結果を確認したいと考えて受信結果表示
操作を行うと、これに連動して自動受信制御部３１１の動作が有効となるため、自動受信
制御部３１１の動作を有効とするための操作を別途行う必要がなく、操作を簡単にできる
。
　また、自動受信制御部３１１の動作を有効に設定することを忘れていても、受信開始操
作または受信結果表示操作を行うことで、自動受信制御部３１１の動作を有効にできる。
　なお、受信開始操作および受信結果表示操作は、ユーザーが受信処理を実行してもよい
と考えている場合に行われる操作であるため、受信開始操作または受信結果表示操作が行
われた場合に、自動受信制御部３１１の動作を有効とすることで、ユーザーの意図に即し
た制御を行うことができる。
　また、受信結果表示操作が行われた場合は、受信処理を実行させることなく自動受信制
御部３１１の動作を有効にできるため、受信開始操作が行われた際に自動受信制御部の動
作を有効とする場合と比べて、消費電力を低減できる。
　ここで、受信開始操作や、受信モードを設定する操作等は、ユーザーが誤ってこれらの
操作を行わないように、通常、ボタンが比較的長い時間（例えば３秒）押されることで実
現される。これに対して、受信結果表示操作は、通常、ボタンが比較的短い時間（１秒）
押されることで実現されるため、受信結果表示操作によって自動受信制御部３１１の動作
を有効にする場合、受信開始操作や受信モードの設定操作によって自動受信制御部３１１
の動作を有効にする場合と比べて、短時間の操作で自動受信制御部３１１の動作を有効に
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できる。
【００８５】
　また、一般的に、受信開始操作および受信結果表示操作は、自動受信制御部３１１の動
作を有効にする専用の操作（Ａボタン６１を３秒以上押す操作）よりも、高い頻度で行わ
れるため、操作方法をユーザーが覚え易い。このため、受信開始操作または受信結果表示
操作によって、自動受信制御部３１１の動作を有効にできることで、前記専用の操作によ
ってのみ自動受信制御部３１１の動作を有効にできる場合と比べて、ユーザーが自動受信
制御部３１１の動作を有効にする操作方法を覚え易くできる。
　また、自動受信制御部３１１の動作を有効とするための受信開始操作および受信結果表
示操作は、同じＢボタン６２に対して行われるため、別々のボタンに対して行われる場合
と比べて、ユーザーが自動受信制御部３１１の動作を有効とするための操作を覚え易くで
きる。
【００８６】
　表示制御部３１３は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされている場合に、自動受
信制御部３１１の動作が無効とされていることを指針９１に記号９３を指示させることで
表示させる。このため、ユーザーは、自動受信制御部３１１の動作を有効とすることを忘
れている場合には、それに気付くことができ、受信開始操作や受信結果表示操作を行うな
どして自動受信制御部３１１の動作を有効に設定できる。
【００８７】
　照度検出装置１３６の検出値が照度閾値以上となり、電子時計１０が屋外に配置されて
いると判断できる場合に、自動受信制御部３１１によって光自動受信処理が実行されるた
め、受信が屋外で行われる可能性が高く、比較的高い確率で時刻情報を取得できる。
　また、電子時計１０が屋外に配置されているにもかかわらず、電子時計１０が袖に隠れ
るなどして光自動受信処理が実行できない場合でも、定時時刻になれば定時自動受信処理
を実行できる。
　また、例えばユーザーが航空機で移動して外国に到着した際に、受信開始操作を行って
電子時計１０の時刻を現地時刻に合わせることで自動受信制御部３１１の動作が有効にな
ると、その日以降は、光自動受信処理や定時自動受信処理によって、定期的に時刻が修正
される。このため、現地時刻を精度よく表示できる。
【００８８】
［第２実施形態］
　第２実施形態の電子時計１０Ａの制御装置３００Ａは、図９に示すように、自動受信制
御部３１１および手動受信制御部３１２の動作を禁止する受信禁止制御部３１８を備える
。
　具体的に、受信禁止制御部３１８は、一定時間間隔（例えば１秒間隔）で、電池残量検
出装置１３２の検出値が、予め設定された残量閾値未満か否かを判定する。そして、受信
禁止制御部３１８は、検出値が残量閾値未満の場合に、自動受信制御部３１１および手動
受信制御部３１２の動作を禁止し、検出値が残量閾値以上の場合に、自動受信制御部３１
１および手動受信制御部３１２の動作の禁止を解除する。
　なお、自動受信制御部３１１は、受信設定部３１４によって動作が有効とされていても
、受信禁止制御部３１８によって動作が禁止されている場合は、自動受信条件に該当して
も、受信処理を実行しない。
【００８９】
［手動受信制御処理］
　次に、電子時計１０Ａの手動受信制御処理について、図１０のフローチャートに基づい
て説明する。
　手動受信制御処理が開始されると、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作
が無効か否かを判定する（Ｓ６１）。
　Ｓ６１でＹＥＳと判定された場合、受信設定部３１４は、受信禁止制御部３１８によっ
て自動受信制御部３１１および手動受信制御部３１２の動作が禁止されているか否かを判
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定する（Ｓ６２）。
【００９０】
　Ｓ６２でＮＯと判定された場合、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作を
有効とする（Ｓ６３）。
　次に、手動受信制御部３１２は、受信装置１２１を作動して、衛星信号の受信処理を開
始する（Ｓ６４）。そして、表示制御部３１３は、受信処理が測時モードか測位モードか
に応じて指針９１に「１」または「４＋」を指示させる（Ｓ６５）。
　次に、表示制御部３１３は、手動受信制御部３１２が受信処理により衛星信号の受信に
成功して時刻情報を取得できたか否かを判定する（Ｓ６６）。Ｓ６６でＹＥＳと判定され
た場合、表示制御部３１３は指針８１に「Ｙ」を指示させることで、受信に成功したこと
を表示させる（Ｓ６７）。その後、時刻修正部３１７は、取得された時刻情報を受信時刻
データ２１１に記憶する。これにより、内部時刻データ２１３および時計表示用時刻デー
タ２１４が修正される（Ｓ６８）。一方、Ｓ６６でＮＯと判定された場合、表示制御部３
１３は指針８１に「Ｎ」を指示させることで、受信に失敗したことを表示させる（Ｓ６９
）。
　Ｓ６８，Ｓ６９の処理の後、表示制御部３１３は、指針９１に記号９２を指示させ、通
常時の表示を行わせる（Ｓ７０）。そして、制御装置３００は手動受信制御処理を終了す
る。
【００９１】
　Ｓ６２でＹＥＳと判定された場合、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作
を有効とする（Ｓ７１）。そして、Ｓ６９で表示制御部３１３が受信に失敗したことを表
示させ、Ｓ７０で表示制御部３１３が指針９１に通常時の表示を行わせた後、制御装置３
００は手動受信制御処理を終了する。
【００９２】
　一方、Ｓ６１でＮＯと判定された場合、手動受信制御部３１２は、受信禁止制御部３１
８によって自動受信制御部３１１および手動受信制御部３１２の動作が禁止されているか
否かを判定する（Ｓ７２）。
　Ｓ７２でＹＥＳと判定された場合、表示制御部３１３は指針８１に「Ｎ」を指示させる
ことで、受信に失敗したことを表示させる（Ｓ７３）。そして、制御装置３００は手動受
信制御処理を終了する。
　一方、Ｓ７２でＮＯと判定された場合、手動受信制御部３１２は、受信装置１２１を作
動して、衛星信号の受信処理を開始する（Ｓ７４）。そして、表示制御部３１３は、受信
処理が測時モードか測位モードかに応じて指針９１に「１」または「４＋」を指示させる
（Ｓ７５）。
　次に、表示制御部３１３は、手動受信制御部３１２が受信処理により衛星信号の受信に
成功して時刻情報を取得できたか否かを判定する（Ｓ７６）。Ｓ７６でＹＥＳと判定され
た場合、表示制御部３１３は指針８１に「Ｙ」を指示させることで、受信に成功したこと
を表示させる（Ｓ７７）。その後、時刻修正部３１７は、取得された時刻情報を受信時刻
データ２１１に記憶する。これにより、内部時刻データ２１３および時計表示用時刻デー
タ２１４が修正される（Ｓ７８）。一方、Ｓ７６でＮＯと判定された場合、表示制御部３
１３は指針８１に「Ｎ」を指示させることで、受信に失敗したことを表示させる（Ｓ７９
）。
　Ｓ７８，Ｓ７９の処理の後、表示制御部３１３は、指針９１に記号９２を指示させ、通
常時の表示を行わせる（Ｓ８０）。そして、制御装置３００は手動受信制御処理を終了す
る。
【００９３】
　以上のように、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされている
場合に、受信開始信号が入力されると、受信禁止制御部３１８によって自動受信制御部３
１１の動作が禁止されているか否かにかかわらず、自動受信制御部３１１の動作を有効と
する（Ｓ６３，Ｓ７１）。
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　なお、同様に、本実施形態では、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が
無効とされている場合に、受信結果表示信号が入力されると、受信禁止制御部３１８によ
って自動受信制御部３１１の動作が禁止されているか否かにかかわらず、自動受信制御部
３１１の動作を有効とする。
　なお、電子時計１０Ａのその他構成は、第１実施形態の電子時計１０の構成と同じであ
る。
【００９４】
［第２実施形態の作用効果］
　第２実施形態においても、第１実施形態と同様の作用効果を得ることができ、さらに、
次の作用効果を得ることができる。
　自動受信制御部３１１は、受信設定部３１４によって動作が有効とされていても、電池
残量検出装置１３２の検出値が残量閾値未満となり、受信禁止制御部３１８によって動作
が禁止されている場合は、自動受信条件に該当しても、受信処理を実行しない。また、手
動受信制御部３１２も、受信禁止制御部３１８によって動作が禁止されている場合は、強
制受信操作が行われても受信処理を実行しない。このため、電池残量が少ない状態で受信
処理が実行されてシステムダウンが起こることを回避できる。
【００９５】
　また、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされている場合に、
受信開始信号または受信結果表示信号が入力されると、受信禁止制御部３１８によって自
動受信制御部３１１の動作が禁止されていても、自動受信制御部３１１の動作を有効とす
る。このため、ユーザーは、二次電池１３０を充電した後に、改めて自動受信制御部３１
１の動作を有効とするための操作を行う必要がない。また、二次電池１３０が充電されて
電池残量検出装置１３２の検出値が残量閾値以上になると、自動受信制御部３１１は受信
処理を実行できる状態に直ちに移行できる。
【００９６】
［第３実施形態］
　第３実施形態の電子時計は、第２実施形態の電子時計１０Ａに対して、手動受信制御処
理における、自動受信制御部３１１の動作を有効に設定するための条件が異なる。その他
の構成は電子時計１０Ａと同じである。
　図１１は、第３実施形態の手動受信制御処理を示すフローチャートである。ここで、Ｓ
６１～Ｓ７０，Ｓ７２～Ｓ８０は、第２実施形態と同じ処理であるため、説明は省略する
。
　第３実施形態の手動受信制御処理では、Ｓ６２でＹＥＳと判定された場合、受信設定部
３１４は、自動受信制御部３１１の動作を有効とせず、無効のままとする（Ｓ９１）。そ
の後、表示制御部３１３は、指針８１に「Ｎ」を指示させることで、受信に失敗したこと
を表示させる（Ｓ９２）。そして、制御装置３００は手動受信制御処理を終了する。
　また、Ｓ６６でＮＯと判定され、Ｓ６９で表示制御部３１３が指針８１によって受信に
失敗したことを表示させた後、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作を無効
とする（Ｓ９３）。そして、表示制御部３１３は、指針９１に飛行機形状の記号９３を指
示させ、自動受信制御部３１１の動作が無効であることを表示させる（Ｓ９４）。その後
、制御装置３００は手動受信制御処理を終了する。
【００９７】
　以上のように、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされ、かつ
、受信禁止制御部３１８によって自動受信制御部３１１の動作が禁止されていない場合に
、受信開始信号が入力されたときは、自動受信制御部３１１の動作を有効とする（Ｓ６３
）。また、自動受信制御部３１１の動作が無効とされ、かつ、受信禁止制御部３１８によ
って自動受信制御部３１１の動作が禁止されている場合に、受信開始信号が入力されたと
きは、自動受信制御部３１１の動作を無効に維持する（Ｓ９１）。
　なお、同様に、本実施形態では、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が
無効とされ、かつ、受信禁止制御部３１８によって自動受信制御部３１１の動作が禁止さ
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れていない場合に、受信結果表示信号が入力されたときは、自動受信制御部３１１の動作
を有効とする。また、自動受信制御部３１１の動作が無効とされ、かつ、受信禁止制御部
３１８によって自動受信制御部３１１の動作が禁止されている場合に、受信結果表示信号
が入力されたときは、自動受信制御部３１１の動作を有効としない。
　また、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされ、かつ、手動受
信制御部３１２が受信開始信号によって実行した受信処理に成功した場合（Ｓ６６のＹＥ
Ｓ）は、自動受信制御部３１１の動作を有効とする（Ｓ６３）。また、自動受信制御部３
１１の動作が無効とされ、かつ、手動受信制御部３１２が受信処理に失敗した場合（Ｓ６
６のＮＯ）は、自動受信制御部３１１の動作を無効に維持する（Ｓ９３）。
【００９８】
［第３実施形態の作用効果］
　第３実施形態においても、第２実施形態と同様の作用効果を得ることができ、さらに、
次の作用効果を得ることができる。
　受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされ、かつ、受信禁止制御
部３１８によって自動受信制御部３１１の動作が禁止されている場合に、受信開始信号ま
たは受信結果表示信号が入力されたときは、自動受信制御部３１１の動作を無効に維持す
る。
　すなわち、自動受信制御部３１１の動作が禁止されている場合には、自動受信制御部３
１１の動作が有効とならないため、ユーザーが、自動受信制御部３１１が受信処理を実行
できる状態にあると誤って認識することを回避できる。
【００９９】
　受信設定部３１４は、手動受信制御部３１２が受信処理に成功した場合は、自動受信制
御部３１１の動作を有効とする。
　手動受信制御部３１２が受信処理に成功した場合、その後も電子時計１０が配置される
環境が変化しない場合は、自動受信条件に該当して自動受信制御部３１１が受信処理を実
行したときも、受信処理に成功することが予測される。このため、手動受信制御部３１２
が受信処理に成功した場合には、自動受信制御部３１１の動作を有効とすることで、自動
受信制御部３１１が受信処理に成功する可能性を向上できる。
　また、受信設定部３１４は、手動受信制御部３１２が受信処理に失敗した場合は、自動
受信制御部３１１の動作を無効とする。
　手動受信制御部３１２が受信処理に失敗した場合、その後も電子時計１０が配置される
環境が変化しない場合は、自動受信条件に該当して自動受信制御部３１１が受信処理を実
行しても、受信処理に失敗することが予測される。このため、手動受信制御部３１２が受
信処理に失敗した場合には、自動受信制御部３１１の動作を無効のままにすることで、受
信に適さない環境で自動受信制御部３１１が受信処理を実行することを回避でき、消費電
力を低減できる。
【０１００】
［他の実施形態］
　なお、本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　前記各実施形態では、受信設定部３１４は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされ
ている場合に、受信開始操作または受信結果表示操作が行われた場合、自動受信制御部３
１１の動作を有効とするが、本発明はこれに限定されない。例えば、受信開始操作および
受信結果表示操作のうち、一方の操作が行われた場合にのみ、自動受信制御部３１１の動
作を有効にできる構成としてもよい。
【０１０１】
　前記各実施形態では、受信開始操作および受信結果表示操作に加えて、Ａボタン６１を
３秒以上押すことで、自動受信制御部３１１の動作を有効にできるが、本発明はこれに限
定されない。例えば、受信開始操作および受信結果表示操作のみによって、自動受信制御
部３１１の動作を有効にできる構成としてもよい。
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【０１０２】
　前記各実施形態では、受信開始操作および受信結果表示操作は、同じＢボタン６２が押
されることで行われるが、本発明はこれに限定されない。すなわち、受信開始操作および
受信結果表示操作は、Ｂボタン６２以外の同じボタンが押されることで行われるようにし
てもよい。また、受信開始操作と受信結果表示操作とは、互いに異なるボタンが押される
ことで行われるようにしてもよい。
【０１０３】
　前記各実施形態では、表示制御部３１３は、自動受信制御部３１１の動作が無効とされ
ている場合、自動受信制御部３１１の動作が無効とされていることを指針９１によって表
示させているが、本発明はこれに限定されず、表示させなくてもよい。
　また、前記各実施形態では、自動受信制御部３１１の動作が有効とされている場合、表
示制御部３１３は、通常時の表示として指針９１に電池残量を指示させているが、本発明
はこれに限定されない。例えば、第３小窓９０の外周に、自動受信制御部３１１の動作が
有効であることを示す専用の記号を表記し、この記号を指針９１に指示させるようにして
もよい。
【０１０４】
　前記各実施形態では、自動受信制御部３１１は、定時自動受信処理と光自動受信処理を
実行するが、本発明はこれに限定されない。すなわち、自動受信制御部３１１は、定時自
動受信処理および光自動受信処理の一方のみを実行可能に構成されていてもよいし、定時
自動受信処理および光自動受信処理とは異なる条件で受信処理を開始する構成であっても
よい。また、複数の自動受信条件を設定可能な構成とし、ユーザーの操作によって設定す
る自動受信条件を選択できる構成としてもよい。
【０１０５】
　前記各実施形態では、位置情報衛星の例として、ＧＰＳ衛星１００について説明したが
、本発明はこれに限らない。例えば、位置情報衛星としては、ガリレオ（ＥＵ）、ＧＬＯ
ＮＡＳＳ（ロシア）、Ｂｅｉｄｏｕ（中国）などの他の全地球的公航法衛星システム（Ｇ
ＮＳＳ）で利用される衛星が適用できる。また、静止衛星型衛星航法補強システム（ＳＢ
ＡＳ）などの静止衛星や、準天頂衛星等の特定の地域のみで検索できる地域的衛星測位シ
ステム（ＲＮＳＳ）などの衛星も適用できる。
【符号の説明】
【０１０６】
　１０，１０Ａ…電子時計、１２１…受信装置、１３０…二次電池、１３２…電池残量検
出装置、１３５…ソーラーパネル、１３６…照度検出装置、１４１…表示装置、１５０…
計時装置、１６０…入力装置、１７０…検出装置、３１１…自動受信制御部、３１２…手
動受信制御部、３１３…表示制御部、３１４…受信設定部、３１８…受信禁止制御部、６
２…Ｂボタン、９１…指針、９３…記号。
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